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ま
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明治・大正期(1920年代まで）

明
治
政
府
の
樹
立
後、
欧
米
の
制
度
を
導
入
し、
国
家
の
管
理
の
も
と
に
す
べ
て
の
国
民
を
対
象
と
し
た
教
育
制
度

が
施
行
さ
れ
た。
最
高
学
府
と
し
て
設
立
さ
れ
た
帝
国
大
学、
私
立
大
学、
専
門
学
校
に
お
い
て
も、
ド
イ
ツ
文
献
学

な
ど
が
導
入
さ
れ、
江
戸
時
代
ま
で
の
注
釈
中
心
の
研
究
か
ら、
文
献
学
を
基
礎
に
お
い
た
文
学
・
史
学
研
究
が
活
発

化
す
る。
本
集
の
研
究
も
「
新
た
な
時
代」
が
生
み
出
す
高
揚
感
の
な
か
で
進
め
ら
れ
て
い
く。

近
代
に
お
け
る
本
集
の
研
究
は、
佐
藤
誠
実
「
字
治
拾
遺
物
語
考」
（『
史
学
雑
誌』
明
治
三
十
四
年
〈一
九
O一〉）
を

もっ
て
幕
を
開
け
る。
『
古
事
類
苑』
の
編
集
長
と
し
て
日
本
初
の
百
科
史
料
事
典
の
編
纂
に
あ
た
っ
た
佐
藤
は、
『
本

朝
書
籍
目
録』
（
江
戸
時
代の
書
籍
目
録）
に
載
る
「
宇
治
拾
遺
物
語
二
十
巻」
と
は
『
宇
治
大
納
言
物
語』、
す
な
わ
ち

本
集
で
あ
り、
編
者
は
源
隆
国
で
あ
る
と
の
論
考
を
発
表
し
た。
本
集
の
編
者
を
源
隆
国
と
す
る
説
は、
す
で
に
林
羅

山
（『
本
朝
通
鑑』）
や
井
沢
長
秀
（『
考
訂
今
昔
物
語』）
等
も
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が、
佐
藤
の
論
を
契
機
に、
本
集
の

編
者、
成
立
年
代
に
関
す
る
論
文
が
次
々
と
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る。
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛（
現
東
京
大
学
史
料
編

纂
所）
の
編
纂
官
と
し
て
『
大
日
本
史
料』
の
編
纂
に
あ
た
る
な
ど、
文
献
資
料
の
集
成・
研
究
に
指
導
的
役
割
を
果

2ラ9
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た
し
た
和
田
英
松
「
今
昔
物
語
解
説」
（『
園
事
院
雑
誌』
明
治三
十
七
年
〈一
九
O
四〉）、
透
徹
し
た
歴
史
観
を
もっ
て
国

文
学
史
を
繕
い
た
国
文
学
者
藤
岡
作
太
郎
『
国
文
学
全
史』
（
東
京
開
成
館、
明
治三
十
八
年
〈一
九
O
五〉）、
菊
池
久士口

「
今
昔
物
詩
集
作
者
考」
（『
東
洋
哲
学』
明
治
四
十一
年
〈一
九
O
八〉）
は、
本
集
に
隆
国
没
後
の
物
語
が
存
在
す
る
こ
と

を
指
摘
し
て、
佐
藤
の
説
く
隆
国
編
者
説
に
疑
義
を
呈
し
た。
ま
た、
成
立
年
代
に
関
し
て
は、
後
三
条
天
皇
治
世
末

期
j白
河
天
皇
治
世
初
期
（
和
田）、
六
条・
高
倉
天
皇
治
世
期
（
菊
池）
な
ど
の
新
説
が
提
示
さ
れ
た。
本
集
の
研
究

が
活
発
化
し
た
背
景
に
は、
『
史
籍
集
覧』
（
明
治
十
四
年
〈一
八
八一〉
j
十
八
年）、
『
国
史
大
系』
（
明
治三
十
四
年
〈一

九
O一〉）、
『
丹
鶴
叢
書』
（
明
治
四
十
五
年
〈一
九
二一〉
j
大
正一
年）
な
ど
に
よ
る
相
次
ぐ
活
字
化
に
よ
り、
本
集
の
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入
手
が
容
易
と
なっ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る。

し
か
し、
編
者
や
成
立
年
代
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
に
比
し
て、
作
品
そ
の
も
の
に
対
す
る
評
価
が
著
し
く
低
か
っ

た
の
も、
明
治
期
に
お
け
る
本
集
の
研
究
の
特
徴
で
あ
る。
政
府
領
導
の
も
と
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
文
学・
史
学
研

究
の
目
的
が、
日
本
の
皇
国
（
史）
観
の
形
成
に
資
す
る
と
こ
ろ
に
あっ
た
た
め、
『
古
事
記』
や
『
日
本
書
紀』
の

よ
う
に
皇
統
を
喧
伝
す
る
わ
け
で
も
な
く、
さ
り
と
て
『
源
氏
物
語』
の
よ
う
に
華
麗
な
王
朝
世
界
を
流
麗
な
大
和
言

葉
で
繕
く
わ
け
で
も
な
い
本
集
は、
「
惜
し
い
か
な、
今
昔
物
語
は
文
学
的
価
値
甚
だ
薄
く、
さ
り
と
て
歴
史
的
価
値

も
ま
た
多
し
と
せ
ず。
古
書
に、
口
碑
に、
見
開
の
ま〉
を
記
し
て、
運
筆
勿
、々
編
者
の
理
想
と
い
ふ
べ
き
も
の
の

存
せ
ざ
る
は
も
と
よ
り、
記
事
に
詩
趣
の
掬
す
べ
き
な
く、
修
辞
に
才
藻
の
愛
す
べ
き
な
し
（『
国
文
学
全
史』）
と

散
々
な
評
価
を
受
け
る。
後
に
『
孜
証
今
昔
物
語
集』
の
大
著
を
な
す
芳
賀
矢一
に
し
て
も、
「
こ
の
書
に
よ
っ
て
其

時
代
の
人
の
迷
信、
風
俗
な
ど
が
分
り
ま
す。
又
男
女
の
聞
の
関
係
な
ど
源
氏
物
語
等
に
書
い
て
あ
る
や
う
な
こ
と
が



事
実
の
上
に
沢
山
あ
っ
た
と
云
ふ
こ
と
も
分
り
ま
す」
（「
国
文
学
十
講』
明
治三
十二
年
〈一
八
九
九〉）
と
い
っ
た
程
度

の
評
価
し
か
し
て
い
な
い。

明治・大正期（1920年代まで）

む
し
ろ
本
集
に
強
い
関
心
を
寄
せ
た
の
は
民
俗
学
の
研
究
者
た
ち
で
あっ
た。
明
治
四
十
二
年（一
九
O
九）、
岩
手

県
遠
野
村
を
訪
れ
た
柳
田
国
男
は、
翌
年
『
遠
野
物
語』
を
刊
行
す
る。
柳
田
は
序
文
に
お
い
て、
本
集
を
否
定
す
る

か
た
ち
で
『
遠
野
物
語』
の
意
義
を
説
く
が、
話
末
の
形
式
や
「
今」
と
「
昔」
が
交
錯
す
る
時
間
構
造
な
ど、
『
遠

野
物
語』
に
は
本
集
の
影
響
が
色
濃
く
現
れ
て
い
る。
柳
田
が、
本
集
や
『
宇
治
拾
遺
物
語』
を
通
し
て
「
笑
い」
の

研
究
な
ど
を
世
に
問、つ
の
は
昭
和
に
入っ
て
か
ら
で
あ
る
が
（「
笑の
文
学の
起
源」
昭
和
三
年
〈一
九
二
八〉）、
さ
ま
ざ

ま
な
階
級
の
伝
承
世
界
を
開
示
す
る
本
集
な
く
し
て、
柳
田
の
口
承
文
芸
論
の
確
立
は
あ
り
え
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う。

柳
田
と
は
対
照
的
に、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
を
日
本・
東
洋・
西
洋
を
横
断
さ
せ
な
が
ら
考
証・
解
釈
し
て
い
っ
た
南

方
熊
楠
も、
本
集
の
熱
心
な
読
者
で
あ
り
研
究
者
で
あっ
た。
十
代
の
頃
か
ら
本
集
に
慣
れ
親
し
ん
だ
熊
楠
の
思
い
入

れ
は、
本
集
の
抜
書
（『田
辺
抜
書』）
や、
芳
賀
矢一
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
『
孜
証
今
昔
物
語
集』
に
残
さ
れ
た
お
び
た

だ
し
い
書
き
込
み
な
ど
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る。
熊
楠
に
よ
る
本
集
の
研
究
は、
『
紀
伊
新
報』
大
正一

年（一
九
二一）
九・
十
月
に
連
載
さ
れ
た
「
悪
眼」
の
話
を
は
じ
め、
『
郷
土
研
究』
1
巻
6・
9－
m、
2
巻
3
号

（
大
正
二
i
三
年）
や
「
話
俗
随
筆」
（『
民
俗』）、
代
表
作
『
十
二
支
考』
な
ど
で
展
開
さ
れ、
本
集
を
基
点
と
し
た
文

献
や
民
俗
資
料
の
博
捜
が、
熊
楠
の
研
究
の
基
底
と
なっ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る。
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『
孜
証
今
昔
物
語
集』

（
富
山
房、
大
正
二
年）
と
坂
井
衡
平
『
今
昔
物
語
集
の
新
研
究』
（
誠
之
堂
書
店、
大
正
十二
年）
で
あ
る。
東
京
大
学
文

科
助
教
授
で
あっ
た
芳
賀
は、
『
国
文
学
十
講』
を
著
し
た
翌
明
治
三
十
三
年（一
九
O
O）
か
ら
三
年
間、
ド
イ
ツへ

留
学
す
る。
留
学
先
で
触
れ
た
ド
イ
ツ
文
献
学
や
グ
リ
ム
兄
弟
の
民
話
伝
説
研
究
な
ど
が、
芳
賀
の
本
集
に
対
す
る
評

価
を一
変
さ
せ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い。
芳
賀
は
『
孜
証
今
昔
物
語
集』
の
序
に
お
い
て
「
ジ
ャ
l
タ
カ
や
パ
ン

チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
と
同
じ
く
日
本
の
古
文
学
中
に
此
の
世
界
の
珍
宝
あ
る
を
喜
び、
我
が
国
唯一
の
古
説
話
集
と
し
て、

か
ば
か
り
怠
然
た
る一
大
典
籍
の
存
在
す
る
こ
と
に
就
い
て、
宇
治
亜
相
に
感
謝
す
る
の
念
を
禁
じ
得
な
い」
と
記
し、

本
集
を
「
世
界
の
珍
宝」
と
ま
で
讃
美
す
る。
江
戸
時
代
末
に
版
行
さ
れ
た
岡
本
保
孝
『
今
昔
物
語
出血ハ
孜』
（
安
永

七
年
序
〈一
七
七
八〉）
を
ふ
ま
え、
新
た
な
出
典・
考
証
を
加
え
て
集
大
成
し
た
『
孜
証
今
昔
物
語
集』
の
刊
行
に
よ

っ
て、
本
集
は
広
く
研
究
者
た
ち
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る。
た
だ
し、
採
用
さ
れ
た
研
究
方
法
は
江
戸
時
代
以

来
の
出
典・
考
証
学
を
超
え
る
も
の
で
は
な
く、
編
者
も
源
隆
図
説
を
踏
襲
す
る
な
ど、
明
治
時
代
以
降
の
「
新
た
な

研
究」
の
成
果
は、
坂
井
衡
平
の
登
場
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

芳
賀
の
も
と
で
『
孜
証
今
昔
物
語
集』
の
編
纂
に
従
事
し
て
い
た
坂
井
は、
大
正
四
年
（一
九一
五）
に
提
出
し
た

卒
業
論
文
に
加
筆・
修
正
を
重
ね、
大
正
十
二
年（一
九
二
三）、
『
今
昔
物
語
集
の
新
研
究』
を
上
梓
す
る。
『
今
昔
物

語
集
の
新
研
究』
は、
本
集
の
初
め
て
の
総
合
的
研
究
と
い
う
だ
け
で
は
な
く、
新
し
く
導
入
さ
れ
た
研
究
方
法
の
実

践・
成
果
と
い
う
意
味
で、
当
時
の
文
学
研
究
に
お
け
る一
つ
の
頂
点
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
研
究
書
で
あ
る。

大
正
期
に
入
り、
本
集
の
研
究
史
上、
重
要
な
二
つ
の
著
書
が
刊
行
さ
れ
る。
芳
賀
矢一



明治・大正期(1920年代まで）

坂
井
は、
本
集
が
仏
教
文
学
と
し
て
平
安
時
代
の
時
代
思
想
を
明
確
に
反
映
し
て
お
り、
貴
族
文
学・
都
会
文
学・
女

流
文
学
全
盛
時
代
に
お
い
て、
庶
民
文
学・
地
方
文
学・
男
子
文
学
と
い
う
新
潮
流
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に、

『
源
氏
物
語』
に
比
肩
す
る
本
集
の
文
学
的
価
値
を
見
出
す（
序）。
具
体
的
に
は
外
部
批
評・
内
部
批
評・
系
統
批
評

の
三
つ
の
側
面
か
ら
作
品
世
界
の
照
射
を
試
み
た
坂
井
は、
外
部
批
評
と
し
て、
本
文・
巻
序・
成
立
年
代・
著
者・

出血ハ・
翻
訳
編
纂
の
程
度
な
ど
を
考
察
し、
内
部
批
評
と
し
て、
説
話
の
分
類
と
概
観、
著
者
の
思
想・
文
学
的
内
容、

説
話
学・
宗
教
学・
歴
史
学・
社
会
学・
土
俗
学
か
ら
み
た
多
角
的
な
作
品
分
析
を
行っ
た。
さ
ら
に
系
統
批
評
と
し

て、
国
文
学
を
四
流
の
系
統
（
固
有
文
学・
神
道
文
学・
漢
文
学・
仏
教
文
学）
に
わ
け、
本
集
を
仏
教
文
学
系
統
の一
書

と
し
て
位
置づ
け
た。
テ
キ
ス
ト
論
を
導
入
し、
科
学
的
本
文
批
評
を
基
底
に
し
た
精
微
な
諸
本
の
研
究
や、
学
問
的

な
裏
付
け
を
伴っ
た
多
く
の
徴
－証
を
挙
げ
て
の
源
隆
国
編
者
説
の
否
定、
作
品
内
部へ
の
多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

っ
て
提
示
さ
れ
る、
新
た
な
時
代
l
中
世
ーへ
の
さ
ま
ざ
ま
な
胎
動
（
都と
地
域、
旧
仏
教
と
新
仏
教、
貴
族
と
武
士・
庶

民
な
ど）、
仏
教
思
想
の
考
察
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
「
仏
教
文
学」
な
ど、
以
後
の
本
集
の
研

究
は、
すべ
て
坂
井
論
の
延
長
上
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い。

小
説
家
た
ち
の
活
躍

『
孜
証
今
昔
物
語
集』
を
経
て、

明
治・
大
正
期
に
お
け
る
本
集
の
研
究
は、
佐
藤
誠
実
に
は
じ
ま
り、
芳
賀
矢一

坂
井
衡
平
『
今
昔
物
語
集
の
新
研
究』
に
よ
っ
て
画
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が、
本
集
の
名
を
世
間一
般
に
ま
で
浸

透
さ
せ
た
最
大
の
功
労
者
は、
何
と
い
っ
て
も
芥
川
龍
之
介
を
は
じ
め
と
す
る
小
説
家
た
ち
で
あ
る。
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本
集
に
い
ち
早
く
注
目
し
た
の
は、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ・
ハ
！
ン
（
小
泉
八
雲）
で
あっ
た。
ハ
i
ン
は一
九
O
O
年
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（
明
治
三
十
三）、
ボ
ス
ト
ン
の
リ
ッ
ツ
ル・
ブ
ラ
ウ
ン
社、
ロ
ン
ド
ン
の
サ
ム
ス
ン・
ロ
ウ
社
か
ら
3F
包。
ョロm乙

（
影）
を
出
版
す
る。
こ
の
本
は、
「
珍
し
い
日
本
の
話
を」
と
い
う
ミ
ッ
チェ
ル・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
主
計
官（
ア
メ
リ

カ
海
軍）
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
た
も
の
で
（
献
辞）、
ハ
l
ン
は
「ω
gE
g
昨。
B
ω可山口問。
回。。wω」
（
珍
しい
書
物

v 

か
ら
の
話）
と
し
て、
「吋
『
河
20
R
店
主。ロ」
（
和
解）
と
「吋「ゅ
のo
G
8’
E
rH」
（
屍
に
乗
る
人）
の
二
話
を
本
集

は、
男
が
す
で
に
死
ん
で
い
た
妻
と一
夜
を
過
ご
す
「
人
妻
死
後

か
ら
紹
介
し
て
い
る。
「吋ro
問。。。ロの
長
丘5ロ」

旧
夫
語」
（
巻二
十
七・
お）
に、
「吋「ゅ
の。同日）ωφ
包
母同」
は、
離
縁
し
た
妻
が
悪
霊
と
な
り、
と
り
殺
さ
れ
そ
う
に

なっ
た
夫
が、
陰
陽
師
の
指
示
に
よ
っ
て
命
拾
い
を
す
る
「
人
妻
成
悪
霊
除
其
害
陰
陽
師
語」
（
巻二
十
四－
m）
に
よ

っ
て
い
る。
『ω
宮
内庁dq
5mω』
は
昭
和
六
年
（一
九
三
ご、
『
小
泉
八
雲
全
集』
六
巻
に
『
影』
（「
和
解」、
「
屍
に
乗
る

人」）
と
し
て
翻
訳・
紹
介
さ
れ、
日
本
の
読
者
の
目
に
も
と
ま
る
こ
と
に
な
る。

芥
川
は
大
正
四
年
（一
九一
五）、
羅
城
門
の
上
層
で
遭
遇
す
る
盗
人
と
老
婆
の
話
（
巻二
十
九－
m）
に
材
を
借
り
た

小
説
『
羅
生
門』
を
『
帝
国
文
学』
に
発
表
し、
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
る。
同
年、
禅
珍
内
供
の
異
様
な
鼻
に
ま
つ
わ

る
笑
い
話（
巻二
十
八－
m）
を
も
と
に
し
た
『
鼻』
が、
夏
目
激
石
に
激
賞
さ
れ
た
こ
と
に
自
信
を
深
め
た
芥
川
は、

以
後
も、
君子
粥』
（
巻二
十
六・
口、
大
正
五
年）、
『
運』
（
巻
十
六・
お、
同
六
年）、
『
倫
盗』
（
巻二
十
九・
3、
同
六
年）、

「
往
生
絵
巻』
（
巻
十
九・
目、
同
十一
年）、
『
好
色』
（
巻
三
十・
1、
同
十
年）、
『
薮
の
中』
（
巻二
十
九・
お、
同
十一
年）、

『
六
の
宮
の
姫
君』
（
巻
十
九・
5）、
「
尼
提」
（
巻三・
幻、
同
十
四
年）
と、
本
集
か
ら
取
材
し
た
小
説
を
執
筆
し
続
け

る。
芥
川
の
小
説
家
と
し
て
の
名
声
と
と
も
に、
本
集
も一
般
読
者
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
と
なっ
て
い
っ
た。
と
く



に
本
集
を
世
に
知
ら
し
め
た
の
は、
「
今
昔
物
語
鑑
賞」
（『日
本
文
学
講
座
鑑
賞
付
補
遺
篇』
新
潮
社、
昭
和二
年）
に
よ
っ

て
で
あ
ろ
う。
芥
川
は
「
今
昔
物
語
鑑
賞」
に
お
い
て、
本
集
の
芸
術
性
を、
優
美
や
華
審
と
は
対
極
に
あ
る、
生
々

し
い
野
生
（r
ES－－q）
の
美
し
さ
に
見
出
す。
ま
た、
天
皇・
貴
族・
武
士・
庶
民・
盗
人・
乞
食、
さ
ら
に
は
観

音
や
天
狗・
妖
怪
に
ま
で
及
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
登
場
人
物
の
泣
き
声
や
笑
い
声、
軽
蔑
や
憎
悪
の
声
が
立
ち
上
る、
王
朝

時
代
の
人
間
喜
劇
（
EE
g
pg
＆
三
と
し
て
本
集
を
と
ら
え
て
い
る。
芥
川
の
評
価
は
坂
井
な
ど
と
同
様
で
あ
り、

目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が、
簡
明
で
説
得
力
に
溢
れ
た
文
章
や、
「
生
々
し
い
野
生
の
美」
「
人
間
喜
劇」
と
い
っ
た

印
象
的
な
こ
と
ば
は、
一
般
読
者
に
と
ど
ま
ら
ず
研
究
者
を
も
魅
了
し、
本
集
の
評
価
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
なっ
た。

明治・大正期(1920年代まで）
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材
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